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１．研究成果の概要： 

日本語・北京語・上海語・韓国語について、MRIやEGGなどの分析尺度で、東アジア言語の破裂音の

相互類似性について分析した。 

MRIの結果、日本語の有声破裂音及び韓国語の語中の平音には、声帯振動時の開口度や持続時間に類似

性が観察された。また、韓国語の濃音、北京語の無声無気音、日本語の無声破裂音に、声帯振動を早く終

了させて声帯の動きを停止させる傾向が観察された。EGG分析においても、日本語、上海語の有声破裂音、

韓国語の平音に、声帯接触による振動が見られるなど類似性がうかがわれた。 

 

It is often difficult for East-Asian learners of Japanese to acquire perception and 
pronunciation of Japanese plosives.  Notably, the voiceless Japanese plosives  are 
misheard as voiced Japanese plosives by Chinese and Korean L1 learners of Japanese  
varying according to the position of the plosive.  From the results of study of 2nd 
language acquisition of plosives it is thought that the Japanese voiceless plosive holds 
the key to why East-Asian learners of Japanese mishear the voiced and voiceless plosives 
in Japanese. 

Therefore, the study was based on gathering experimental fMRI data concerning the 
voiceless Japanese plosives, the voiceless un-aspirated Chinese plosives, and the forced 
Korean plosives. These were then compared to the characteristic of the plosive of each 
language.  Furthermore, the study revealed the resemblances between Japanese and the 
other languages that cause language interference while learning Japanese as an L2. They 
were then compared by examining the characteristics of the respective plosives. 
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１．研究開始当初の背景 
平成 15 年度（～平成 17 年度）科学研究 

費補助金 基盤研究Ｃ(2)（一般）「東アジ

ア日本語学習者の発話・知覚における破裂

音の習得メカニズムとその中間言語研究」

（研究代表者 福岡昌子）では、韓国語･北

京語・上海語を母語とする日本語学習者が、

日本語の破裂音をどのように習得している

か、発話・知覚の両方から調べることによ

り、破裂音習得のメカニズムを明らかにで

きた。 
その習得研究の成果を示していく中で、

東アジアの言語を母語とする日本語学習者

は共通して破裂音の習得が困難であり、特

に日本語の無声破裂音は、破裂音の立つ位

置によって中国人学習者および韓国人学習

者には有声破裂音と誤聴されることが顕著

であった。その誤聴の要因については、日

本語の無声破裂音がその鍵を握ると思われ、

各言語話者が日本語の破裂音を習得する上

で困難な要因として、「東アジア言語の破

裂音の相互類似性」にあるとした。そこで、

これまで日本語・北京語・上海語・韓国語

について、MRI や喉頭筋電図など同じ分析

尺度で、超分節音要素を含めた破裂音の相

互類似性の視点から分析した研究がなかっ

たため、詳細に分析し確かめる必要が生じ

てきた。 
また、韓国語には激音・濃音・平音、上 

海語には有気無声・無気無声・有声音があ

り、両言語ともに日本語と同じ３項対立で、

有声破裂音を持つ。韓国語の平音は、語中

の母音間では有声破裂音となり、これにつ

いては多くの研究がある。一方、上海語の

有声破裂音は、上海方言のみ有声破裂音と

なることは一部知られ、中国人研究者によ

る報告があるものの、詳細な音響的研究は

あまり報告されていない。 
上海方言話者は日本語の音声を習得する

上で、破裂音をはじめ韻律において中国の

他方言出身の学習者よりも習得が早い。習

得度を分析しただけでは、母語の干渉の実

態をつかむことができないことが判明した

ため、超分節音への影響という点からも3
項対立の破裂音の音体系を持つ言語間の類

似性について明らかにしようとした。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、日本語話者の無声破裂音、

中国語話者の無声無気音、韓国語話者の濃

音の MRI の実験データ、EGG および針刺入

の侵襲をともなう喉頭筋電図の実験データ

を採取し、各言語の破裂音の特徴を調べ、

特に第 2言語習得に言語干渉を及ぼす言語

音間の類似性を探ることを目的としている。 

東京語話者、韓国語話者、北京語話者、

上海語話者が発話した歯茎破裂音につい

て、MRIで撮像した舌や喉頭の動作パタン

の分析、EGGおよび針刺入の侵襲をともな

う喉頭筋電図の分析を通して、特に、①日

本語話者の無声破裂音、北京語・上海語話

者の無声無気音、韓国語話者の濃音の類似

性、②日本語・韓国語・上海語の有声破裂

音の類似性を分析し、第２言語習得に言語

干渉を及ぼす言語音間の類似性を探った。 

 
 
３．研究の方法 
 東京語話者、韓国語話者、北京語話者、

上海語話者を対象に、下記の２つの実験を

行った。 
3－1．調査語： 
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各言語話者を対象に分析した調査語は以

下の通りである。 
北京語話者：他他［thatha］、搭搭［tata］、
上海語話者：他他［thatha］、搭搭［tata］、
踏踏［dada］、韓国語話者：타타［thatha
］,따따［tata］、다다［dada］、日本語話者：

た¬ た［tata］、たた¬ ［tata］、だ¬ だ［d
ada］、だ だ¬［dada］ 

3－2．実験概要： 
〔A〕MRI 実験では、日本語(東京)話者、

北京語話者、上海語話者、ソウル語話者に

実験協力を求め、(株)国際電気通信基礎技

術研究所ＡＴＲ脳活動イメージセンターに

て、MRI を用いて口腔内の動作パタンを録

画した。得られた被験者データをもとに、

北京語・上海語・ソウル語・日本語の破裂

音について、MRI による口腔内の動作パタ

ンの分析を行った。 
〔B〕喉頭の筋電図実験については、日本

語(東京)話者、北京語話者、上海語話者、

ソウル語話者に実験協力を求め、藤田保健

衛生大学耳鼻咽喉科にて、筋電図測定のた

め、必要な処置として針刺入をふくむ侵襲

をともなう検査を実施した。 
平成 18 年度は、先ず(株)国際電気通信基

礎技術研究所ＡＴＲ脳活動イメージセンタ

ーに申請し、MRIの使用許可を得た。次に、

先行研究を収集し、実験における調査項目

をリストアップした。東京を方言とする日

本語話者男性 2名、上海出身の上海語話者

男性 1名女性 3名、北京出身の北京語話者

男性 2 名、ソウル出身の韓国語話者男性 2

名に実験協力を仰いだ。実験に適性のある

被験者を選び同研究所で実験を行ない、音

声および画像によるデータを得た。 

平成19年度は、昨年度に引き続き(A）MR

I を使ったデータを収集するために、倫理

委員会の再申請を経て実験を行なった。平

成18年度において、上海語と東京語話者の

良好と思われるデータが得られなかったた

め、再度新たな被験者を探し、MRI実験を行

った。その結果良好と判断されるデータが

得られた。（B）の喉頭筋電図の実験は、実

験協力者の協力の下に、本学および実験校

での倫理委員会による審査を経て実験を行

った。許可を得るまでに時間がかかったに

もかかわらず、実験当日に被験者より辞退

があったために実験が中止となった。 

 平成20年度は、〔A〕MRI 実験では、昨

年度新たに得られた被験者データを分析

し、北京語・上海語・ソウル語・日本語の

破裂音について、横断的に分析を行った。

〔B〕喉頭の筋電図実験については、再度

所属大学の倫理委員会による審査を経て、

被験者に実験協力を仰ぎ、協力実験大学に

おいて実験を行い、データを分析した。 

 本実験には、実験に際し多くの倫理委員

会の審議を経て、被験者に同意書を得て実

験を行った。（①研究代表者の所属する大

学の倫理委員会：三重大学大学院医学系研

究科長宛の倫理審査申請書）、②実験協力 
者の所属する機関の倫理委員会：国際電気

通信基礎技術研究所 倫理委員会事務局宛

の「被験者の同意を得る際の説明書」、「被

験者の同意書及」び「MRI 実験事前アンケ

ート」、③実験協力者の所属する医科大学の

倫理委員会：藤田保健衛生大学医学部長宛

の疫学・臨床研究等倫理審査申請書） 
 
 
４．研究成果 

4－1．〔A〕MRI研究： 

舌の動きの動画撮像(sagittal)を（1）①

正中および②正中より右に10mmの各60フレ

ーム、(2)喉頭における動画撮像(transver

se）の４断面各30フレーム（喉頭上部より

第２slice）の各被験者データを分析した。
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(1)sagittalの30フレーズ目と45フレーズ

目、(2)Transverseの15フレーズ目と22フレ

ーズ目に各発話（例：たた）がなされてお

り、そのデータを比較分析した。なお、Sa

gittalによる撮像データの多くが、不鮮明

であったため、Transverseのデータの分析

結果のみを示す。 

(2)Transverse 

北京、上海、ソウル方言話者が、北京語・

上海語・ソウル語・日本語の歯茎破裂音を

発音している喉頭のMRIデータを横断的に

分析した結果、以下のことが観察された。 

①日本語話者の有声破裂音は、声帯振動の

持続期間が無声破裂音より長く、韓国語話

者の平音にも同傾向が観察された。 

②日本語話者の頭高アクセントで発話した

第1拍目の有声破裂音は、尾高型で発話した

第１拍目の有声破裂音より、声帯の接触度

が近い。 

③日本語の有声破裂音の第1子音は、韓国語

の有声破裂音の第1子音と比較すると、声帯

振動の準備期間が早くから始まっており、

声帯振動時の開口度は、韓国語話者の声帯

振動時の開口度より小さい。 

④韓国語話者の濃音、北京語話者の無声無

気音は、第２母音の声帯振動を早く終了さ

せて、声帯の動きを停止させる傾向が観察

された。その傾向は、日本語話者の無声破

裂音でも同じ傾向が観察された。 

⑤北京語話者の無声有気破裂音、韓国の激

音は、声帯の開閉度が大きく動く傾向が観

察された。 

4－2．〔B〕喉頭筋電図実験： 
 3－1で示した調査語について、針刺入

の侵襲をともなう喉頭筋電図およびEGG 
(Electroglottography)で実験分析を行っ

た。侵襲をともなう検査による喉頭筋電図

は、良好なデータが得られなかったため、

非侵襲的実験であるEGG による分析結果

を示す。EGG は、声帯の接触の程度を表す

ことが示されており（Childers,D.G., Sm
ith,A.M.and Moore,G.P.:1984)、声帯振動

のタイミングは明確に示すことができな

いものの、声帯振動の状態を視覚的に記録

することができるものである。 
分析の結果、日本語の語中の有声破裂音、

上海語の語中の有声破裂音、韓国語の語中

の平音において、声帯接触による類似する

EGG 波形と音声波形が得られた。また、日

本語の無声破裂音においても、上海語の無

気音、韓国語の濃音に、類似した EGG 波形

による曲線データが得られ、日本語の無声

破裂音との類似性がうかがわれた。 
 近年、Flege(1992)が実際に第 2 言語学習

者の発話と知覚両面の習得状況を調べた結

果から、第 2 言語習得上の知覚モデル仮説

を提示している。第 2 言語学習者にとって、

母語にない音であれば母語と同一音とみな

されることはないが、母語に近い類似音の

場合は母語音と同一音として使い続けられ

るとする仮説は、第 2 言語習得理論上重要

である。本研究では、①中国語（北京語・

上海語）・韓国語話者、日本語話者の破裂音

についての類似点と相違点、②各言語話者

が発話した第 2 言語音としての日本語破裂

音との類似点や相違点について、MRI およ

び EGG などの生理学的実験アプローチによ

る分析結果を示唆することができた。また、

各言語と日本語の相互の言語習得、日本語

学習者の中間言語構築過程や第 2 言語習得

理論の発展へと導く分析結果も提示するこ

とができた。 
 
 
 
 



 5 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
図１．北京/tata/・韓国/ttatta/・日本語/ 

た¬た/の第２母音の MRI（Transverse） 
 
 

本研究の結果は、さらに被験者数を加え

た詳細な分析が必要とされるため、今後も

引き続き実験を行って、明確な結果を提示

していきたい。 
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